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〔辞令〕 
明治３５ 

（１９０２）年  

内閣総理大臣  桂太郎 

→ 山高幾之丞  
1 通 

山高関係  

2-94 

初代の群馬県女子師範学校（群馬大学教育学部の前身）の校長に任命された幾之

丞の辞令です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山高幾之丞は元治元（１８６４）年、紀伊国和歌山（現和歌山市）に生まれ、

東京師範学校で学び、三重県師範学校に勤めていました。校長の職にあった明治３

５（１９０２）年、群馬県女子師範学校初代校長に任命されました（満３８歳）。 

群馬県女子師範学校は、現在の群馬大学教育学部の前身の１つです。現在の前

橋市にありました。 

この辞令には、内閣の大きな朱印が押されています。当時の総理大臣は桂太郎

（１８４８～１９１３）です。桂は日露戦争時（１９０４～１９０５）の内閣総

理大臣で、彼の在職期間は最近まで憲政史上最長でした。 

  


